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はじめに 事例集の活用

　少子高齢化の進展や単身世帯の増加、ライフスタイルの変化、経済格差の進行等により、
地域では社会関係・人間関係の希薄化が進み、社会的孤立や、生活困窮、子どもの貧困、買
い物難民・老老介護と呼ばれる状態など、生活課題を抱える人が増えています。
　このような多様な生活課題を解決するために、同じ地域の住民同士が助け合い、関係機
関・団体とつながって、「誰もが安心して暮らせるまちづくり」を目指した住民参加による様々
な活動が行われています。
　地域での見守りや居場所づくり、暮らしのちょっとした困りごとに対する助け合い、移動・買
い物支援の活動から、これらの活動をより安定的・継続的に行うためにシステム化された「生
活支援サービス」まで、その取り組み内容や形態は様々で、実施主体も多岐に渡り、地域特
性に合わせて実施されています（以下、イメージ図を参照）。
　近年、介護保険制度の改正により新しい地域支援事業が開始され、高齢者の多様な生活
支援ニーズに対応するため、住民主体の生活支援サービスの拡充が目指されていますが、
住民同士の助け合いは公的サービスを補完するものではありません。
　これまで取り組まれてきた活動は、「困った人を放っておけない」「自分たちで地域を良くし
たい」といった住民の思いと、人と人とのつながりによって支えられています。
　地域における安心で豊かな暮らしを支える仕組みとして、住民の助け合いによる、その地
域に合った柔軟な形で行われる生活支援の広がりに期待が寄せられます。

　本事例集では、府内各地で行われている様々な住民主体の生活支援の活動・サービスに
焦点を当て、実践に至る経緯やプロセス、活動内容、工夫等を紹介しています。
　いずれの取り組みも、地域に根ざし身近な困りごとの解決に向けた、住民発の助け合い・
支え合いを基本としています。
　地域特性や社会資源、慣習等の違いにより、あらゆる地域で一律に、同様の活動に取り組
むことは困難ですが、みんなの思いを形にする数多くのヒントが隠されています。
　まずは、関心のある活動内容や、気になる生活課題、近しい環境のものから事例を読み進
め、実践者の思いに触れてください。
　「誰もが安心して暮らせるまちづくり」を目指した取り組みが、より一層進むことを期待す
るとともに、これから新たにチャレンジする多くの皆さんの参考となれば幸いです。

●取り組み・実践事例の団体名と、活動・サービス種別

■見守り…見守り支援活動　■居場所…サロン・居場所づくり　■訪問型…訪問型サービス（日常の困りごと支援）
■食事…食事サービス　■移動…移動・外出支援　■買物…買い物支援

不動ヶ丘高齢者等生活支援プロジェクトほっとらいふ

和泉市鶴山台北校区高齢者サポートセンター

磯長台の福祉を考えるつどい

ハッピークラブ特定非営利活動法人

たかいし生活支援サポートセンター 町の便利屋さん

コープのお買物便

お茶のみ休憩所 「いこか」

特定非営利活動法人くらしのたすけあい えぷろんの会「茶ノ間ギャラリー」

京阪ひろ野シルバー会

よどがわ くらしの助け合いの会「ほのぼの」

砂川地区福祉委員会　小地域ネットワーク部
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公的（福祉・保健・
医療）サービス

システム化・事業化

生活支援サービス 見守り支援活動 近隣の自然な
助け合い・支え合い

助け合いによる生活支援のイメージ図

※「住民主体の生活支援サービスマニュアル
❶助け合いによる生活支援を広げるために～住民主体の地域づくり～」
　社会福祉法人全国社会福祉協議会（2015年9月7日発行）P9より一部改変

訪問型サービス（住民参加
型在宅福祉サービス）、食事
サービス、移動・外出支援
（移動サービス）、宅老所等

見守り支援活動、ふれあい・
いきいきサロン等

助け合いによる生活支援



住民が我がごとに感じるアンケート調査
　実際、どれくらいの人が生活に不便を感じているのか
を調べることになり、65歳以上を対象にした住民アン
ケートを実施。その結果、移動支援に関するニーズが高い
ことが浮き彫りになりました。
　特に、アンケートで工夫した点は、自分自身の将来を考
えてもらうこと。「現在の移動手段の利用がいつごろ難し
くなるか」などの具体的な質問を用意。地域課題を、我が
ごととして感じてもらうことができ、「賛助会員※」の獲得
にもつながりました。

自治会内のボランティアグループ
　「不動ヶ丘高齢者等生活支援プロジェクトほっとらい

とっょちのしら暮の民住域地、は）ふいらとっほ、下以（」ふ
した困りごと支援や、憩いの場づくりなどを目的に、自治
会内に設立されたボランティアグループです。
　不動ヶ丘町は、約40年前に山を切り開いて造成された
ニュータウンで、最寄駅が徒歩圏内にある反面、町内はも
とより、駅周辺にも商業施設や病院がなく、車がないと生
活に不便な場所です。高齢化が進み、独居世帯も増え、病
院への通院や買い物に不便を感じる高齢者が多くなりま
した。
　そうした中、暮らしの課題を何とかしようと、自治会の
中に、福祉委員会や老人クラブが参画するプロジェクト
チームを立ち上げ、勉強会や先進事例の視察など、検討
を重ねた結果、2014年4月にほっとらいふを立ち上げま
した。
　当初は、NPO法
人化の話もありまし
たが、自治会活動の
方が、地域との調整
もしやすい点から、
ボランティアグルー
プとして活動してい
ます。

有償による生活支援・移動支援
　ほっとらいふでは、支援を受ける心理的な負担を減ら
し、対等な関係をつくるために、「利用券」の仕組みを導入
しています。
　利用会員は、事前に1,000ポイント1,000円の利用券
を購入し、10分につき100ポイントを目安に、受援内容に
応じて利用料（謝礼）を支払います。
　また、支援会員には、利用料の半分を1ヶ月分まとめて
支給し、残額は車両の維持費などの事業経費に充ててい
ます。
　具体的な活動としては、病院への送迎や、部屋の掃除、
ゴミ出し、携帯電
話の使い方講
習、交流イベント
の実施、買い物
支援を目的にし
た朝市の開催な
ど、多種多様な
活動に取り組ん
でいます。

住民ならではの機動力と創意工夫
　突然、代表の梅田寛章さんの携帯電話に、「水道が止ま
らないので、何とかして」という電話がかかります。すぐに
支援会員につなぎ、その後、パッキンの取り替え作業を
行ったとの報告がありました。
　他にも、「冷蔵庫が閉まらなくなった」や「テレビがつか
ない」など、一人暮らしの高齢女性から、ちょっとした困り
ごとの相談が増えているそうです。
　梅田さんは、「時間をかけず、すぐに現場へ駆けつける
ことができるのが、助け合い活動の良さ」と、近隣住民な
らではの強みを話します。
　また、自治会館を会場に料理教室やフラワーアレンジ
メント講座、「ノルディックウォーキングの集い」や、「西友・
ばんばんお買いものツアー」など、多彩なプログラムが実

施されており、「人が集まってチームをつくれば、色々なこ
とにチャレンジできる」と梅田さんは語ります。
　さらに、毎月「8」のつく日には朝市を開催。近隣農家
の老人会の方から、新鮮な野菜を安く提供してもらって
います。

移送ニーズの高まり
　移動支援は、利便性の高さから住民の足として親しま
れており、2014年当時から比べると、利用者数は倍に
なっています。
　特に病院への移送が8割を占めており、タクシーなら片
道1,200円かかるところが、200円で済む点や、市が運
行するコミュニティバスは市内限定であるのに対し、市外
の病院も対象にしている点が喜ばれています。
　なお、利用者のほとんどは女性となっており、男性の利
用は少ないそうで、過去に車を保有していた人は、車の維
持費と変わらない点から、タクシーを使う人が多いのだと
いうことです。
　ほっとらいふの取り組みは先進事例として注目されて
おり、府内の各地から視察や講師依頼が絶えません。

 

 POINT❶
▶住民アンケートの実施
　地域の現状や課題を調査し、将来イメージを共有する
ことで、住民自身が他人ごとではないと実感。課題解決に
向けて、活動の動機付けにつながっています。

 POINT❷
▶住民発の挑戦と無理のない活動
　車による移送はリスクがある反面、不便を感じている
高齢者を「放っておけない」思いから、行政との協議や研
究を重ね、移動支援に取り組んでいます。

 POINT❸
▶活動の見える化
　活動を継続していく
ためには、財源の確保
が肝心です。賛助会員
や利用会員の仕組みを
設け、活動内容をしっか
り見える化することで、
仲間を増やし、年間30
万円ほどの収入につな
がっています。

地域生活を支える
住民発の仕組みとサービス
不動ヶ丘高齢者等生活支援プロジェクトほっとらいふ

富田林市  自治会内のボランティアグループ

団体設立▶2014年4月　活動エリア▶不動ヶ丘町内
活動実績（2016年度）▶活動者の実人数／15人（会員28人）　利用者の実人数／会員47人　

年間件数／894件（移動支援）　コーディネーター／3人
主なサービス・活動▶移動支援、日常生活における困りごと支援、催し物や朝市の開催など
費用▶ ）分01位単（）円（P001／料用利　円000,3費会年／料会入

団体概要

事例の特徴

事例から学ぶ

坂が多く、緑に囲まれた閑静な住宅街

メンバーのデザインしたキャラクターが
かわいい利用券

うめ  だ  ひろ あき

住宅街の公園で開催される朝市。
地場産のとれたて野菜と果物が並び、たいへん好評。

「肩ひじを張らず、無理なく活動を続け
たい」と、今後の抱負を語る梅田さん

※賛助会員と利用会員の費用
　賛助会員は1,000円／1口、利用会員は3,000円／年
の仕組みとなっています。

毎月発行し、会員や自治会住民に対し、
活動内容を丁寧に報告しています。
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暮らしの困りごとを抱える
高齢者を支える助けあいのしくみ
和泉市鶴山台北校区高齢者サポートセンター

和泉市  ボランティアグループ

団体設立▶2016年4月　活動エリア▶鶴山台北小学校区内
活動実績（2017年度）▶活動者の実人数／20人　利用者の実人数／40人　年間件数 60件　コーディネーター／1人
主なサービス・活動▶日常生活における困りごと支援（家具移動、粗大ゴミ搬出、草刈り、草抜き剪定、電球の取替、日

曜大工、ペットの散歩、見守り・話し相手など）
費用▶入会料／0円（年会費不要）　利用料／1人活動30分500円、1時間以内800円

仲間との話し合いの場から
　和泉市鶴山台北校区高齢者サポートセンター（以下、セ
ンター）の代表を務める佐藤正浩さんは、60歳で退職す
ると地元であった和泉
市へ移り住み、自治会
の役が回ってきたことを
きっかけに、自治会長、
校区の社協会長、ボラ
ンティア代表、自治会連
合会会長など、地域を
基盤とした活動に携
わってきました。
　自治会長をしていた6年前、「孤立死」について取り上
げられたある新聞記事を目にして、地域のつながりや見
守りの大切さを強く感じ、自治会に自主防災組織を立ち
上げ、日頃からの近所同士の声かけや、普段からどのよ
うに動くか具体的に決めておくことができるよう、地域で
避難訓練などの活動を始めました。
　そうしたなか、和泉市社会福祉協議会（以下、社協）の
呼びかけた地域活動計画策定のワークショップに参加
し、地域（校区）の生活課題を地域の仲間と共有し、課題
解決に向けた具体的な取組みを一緒に考えました。

助け合いのできるまちをめざす
　自分たちがめざすまちの姿として掲げた目標の1つが
「高齢者の日常生活の中でちょっとした困りごとを助ける

事例の特徴

事例から学ぶ

手助けをする」というもの。困りごとの声に応えるととも
に、元気な活動者（人財）が活躍できる、ご近所のたすけ
あいの仕組みをつくろうということになったのです。
　そこで、市内や府内の同様の取り組みを行っている団
体を視察するなど研究、協議を重ね、2016年4月にいよ
いよ活動をスタートさせました。
　対象者は、校区内在住の60歳以上で介護認定を受け
ていない人、受けていても介護保険外の支援を必要とす
る人としました。地域のサロンや歌体操などでＰＲして、口
コミで徐々に利用者が増え、2年目となる2017年度は、
12月末時点で60件程度の依頼に応えました。
　ボランティアは校区全体へチラシでも呼びかけました
が、これまでの地域活動で培った人脈で声をかけた人た
ちもたくさん集まってくれ、20人がそれぞれの得意分野
で活動しています。

視覚障がいのある方のお宅の周囲を、
通りやすくするため剪定しました。

ボランティアの皆さん（ここには写っていない方もいます）。
背面に「高齢者サポートセンター」の文字が入った
おそろいのビブスを着て活動しています。

困ったときに頼る先のある安心感
　「夫が亡くなり、畑にあった小屋を撤去したかったけれ
ど、シルバー人材センターでも、業者でも対応できないと
言われ、ずっと頭痛の種だったのですがほっとしました」と
感謝されたことがあったそうです。
　実は、活動を始めるときに、体のいい便利屋になってし
まうのでは、と危惧する声もありましたが、「とりあえず
やってみて、ぶつかったら対応しよう」とフットワーク軽く
柔軟に活動しながら、お金があってこれまでも業者に頼
めていた方はできるだけそちらを勧めたり、府営住宅の
草むしりなどは若い住民に声をかけてやってもらうよう
に促すなど、「困っている高齢者のサポートをする」という
活動の趣旨を理解して利用していただくように努めてい
ます。
　「何か困ったことがあったら、依頼できるところがある
ということで、心丈夫に思ってもらえることが大切だと思
うのです」と佐藤さん。

移送サービスにも目を向け研究中
　校区内には、スーパーや病院、診療所も比較的近くに
そろっており日常生活に不便を感じることはないそうで
すが、「自分で買い物をしたいが足が不自由で、他人に迷
惑をかけたくないので、近くのスーパーに行くのにタク

シーを呼んでいる」と
いった方や、「風邪をひ
いたので病院に行きた
いが、急な通院になる
のでガイドヘルパーが
頼めない」といった視
覚障がいのある方の声
を聞き、今後、ますます
こうした移動支援の

ニーズが増えてくるのではないかと考えています。
　そこで、校区内もしくは中学校区程度のエリアでの
ちょっとした通院や買い物などに利用できる移送サービ
スに取り組んでいこうと、移送サービス団体の集まりに出
かけるなどしながら、他団体の取組みを参考に研究して
いるところです。

 POINT❶
▶地域の未来を話し合う
　地域の生活課題と、自
分たちの地域がどのよう
になればいいか、また規
約や活動内容などを協議
する過程でもとことん話
し合い、思いを共有した
うえで、具体化を進める。

 POINT❷
▶とりあえず動くやってみる
　視察先の団体の方や身近にいる仲間など、まずはやっ
てみたら！と背中を押してくれる存在があったことは大き
かった。
　子どもにケガをさせてしまったら心配ということについ
て話し合うなかで、ひとまず子どもを対象にした活動はや
めておくなど、自分たちのできる範囲で動いてみる。

 POINT❸
▶行政・社協等との連携
　社協が実施する「協議の場」（校区社協で地域課題を話
し合う場）や、行政による情報提供や補助金などもうまく
活用しつつ、活動に必要な人とのつながり、情報、お金な
どを集めていく。

団体概要

病  院

地域の未来

困っている人の力になれるのがうれしい。
喜んでもらえるのがやりがいです。

6 7



ンしました。毎週水曜日と第1･2･5金曜日の午後に開
店。サロン担当のお手伝いボランティア（41名が9班に所
属）が淹れたコーヒーをゆっくり飲み、ワイワイガヤガヤと
おしゃべりをする。ただそれだけのサロンです。葛城山や
金剛山を一望できる高台にある「きたじりさんち」では、毎
週笑い声が絶えません。

「つどい」がなければ磯長台では生活できない
　ひきこもりが社会問題となっていますが、特に高齢者
のひきこもりが年々増加しています。
　磯長台は約40年前、ぶどう畑を切り開いて造られた新
興住宅地で、坂道が多く最寄駅にも車がないと不便なと
ころにあるため、買い物や病院に行きたくても行けない
高齢者が増えています。
　「つどい」では、そのような高齢者が磯長台で生活し続
けるために、移送サービス（買い物や医療機関、最寄駅な

自治会から生まれた「つどい」
　「単身高齢者の孤独死が発生している。自治会も高齢
者問題に取り組むべき」－2004年1月、自治会総会で出
された会員の意見をきっかけに、“福祉に関心のある自治
会の会員”が自発的に集まって「磯長台の福祉を考えるつ
どい」（以下、つどい）が誕生しました。
　第1回目の「つどい」の交流会は、わずか12人の参加者
でスタート。以後14年間毎月開催し現在では自治会の
30％にあたる117人にまで会員が増加しました。困った
時にはお互いに「助けて」と気軽に言えるご近所づくりを
目指しています。
　代表を務める佐藤貞良さんの「日本一の地域を創りた
い」という信念が自治会員にも伝わり、各々が活動に責
任を持ち、磯長台を誰もが暮らしやすいコミュニティにし
ようと住民ニーズに応じた柔軟で幅広い活動を行って
います。

誰もが集える「きたじりさんち」
　2017年6月、町の
「高齢者交流サロン
推進事業補助金」と
個人や団体からの寄
付金により、空き家を
活用したみんなが集
える交流サロン「きた
じりさんち」をオープ

どへの自家用車による送迎）を行っています。会員内の助
け合いとして時間通貨「つどい券」を発行し、買い物ツ
アー（毎週1回）や、リハビリツアー（毎週金曜日にプール
で歩く）、各種サロンへの送迎も実施しています。
　「移送サービスがなければ、磯長台ではもう生活できな
い方たちがいる。何があっても止めるわけにはいかない」
と語る佐藤さん。移送サービスを利用する会員と運転ボ
ランティアさんの調整は本来コーディネーターの役目で
すが、利用者自らが利用する会員の取りまとめをするな
ど、一方的に支援を受けるのではなく、お互いに助け合う
という「つどい」の理念が反映されています。

365日の安否確認
　「『孤立死』という悔しい思いは二度と繰り返したくな
い」という思いから、365日の安否確認（電話リレーとメー
ル）に取り組み始めました。現在は毎朝７人が順番に電話
をかけお互いに無事を確認しています。電話は苦手とい
う方はメールで確認。この活動を始めるにあたり、本当に
毎日できるだろうか、という不安はありましたが、今では
遠方にいる親族よりも家族のように親しくなり信頼関係
が深まっています。

子育て支援にも取り組む
　佐藤さんは、「『つどい』の活動を引き継ぐ若い人材の
確保が課題となっている。若い世代が住みたいと思える
ような磯長台にするためには、子育ての環境を整える必
要がある」と話します。
　「つどい」では、問題が起きてから対応するのではなく、
その問題を未然に防ぐために「地域福祉推進計画」を立
て、コミュニティづくりを前提とした子育て支援や学童保
育支援などにも力を入れていく予定です。
　さらに、皆の願いである公
共交通の実現にむけ、「予約
型乗合ワゴン車本格実施に
向けての要望」や「循環バス
の実現に関する要望」などの
要望書を町へ提出し、磯長
台に住み続けるための地域
環境の整備にも積極的に取
り組んでいます。

 

 POINT❶
▶失敗してもいい、とりあえずやってみる
　活動に失敗はつきもの。誰でも失敗はするものであり、
それを許し合える関係づくりが大切。コツコツと粘り強く

積み重ねていくことが「つどい」の力。

 POINT❷
▶アンケートから知る
　毎年、年度総会前に必ず「会員アンケート」を実施し、事
業・活動の評価を行い事業計画の基礎資料にしていま
す。全会員にアンケート結果を伝え、思いを共有し、各活
動の充実にもつなげていきたいとしています。

 POINT❸
▶会員相互の信頼関係
　14年にわたる地道な活動は、会員相互の信頼関係を
より強く深いものにしています。住民自治は相互の信頼
関係がなければ成立しません。この“信頼”を基にこれか
らも活動を続けていきます。

自治会から生まれた
「自治型福祉NPO」の挑戦
磯長台の福祉を考えるつどい

南河内郡太子町  自治会内の任意組織「自治型福祉NPO」

団体設立▶2004年3月　活動エリア▶磯長台自治会内
活動実績（2016年度）▶活動者の実人数／117人　利用者の実人数／85人　年間件数／758件（移動S）　コーディネーター／2人（移動S）
主なサービス・活動▶一人暮らし高齢者の安否確認活動、高齢者交流サロン、移送サービス、買い物ツアー、ほっと一

息コーヒータイム、学習会、地域福祉計画づくりなど
費用▶入会料／年会費1,200円（賛助会費は年額500円）　利用料／移送サービス：1回利用240円

団体概要

事例の特徴

事例から学ぶ

さ  とう  さだ  よし

命を守る

「つどい」の全活動

健康を守る

生活を守る

交流を図る

趣味

計画づくり

その他

会議・学習会

①ひとり暮らし高齢者の安否確認
②災害時要援護者支援
③こども安全見守り隊
④PTA交通安全旗当番
⑤元気ぐんぐんトレーニング
⑥ラジオ体操
⑦リハビリツアー
⑧移送サービス
⑨生活支援（修理や取付など）
⑩買い物ツアー
⑪高齢者交流サロン「きたじりさんち」
⑫ほっと一息コーヒータイム
⑬男のコーヒータイム
⑭癒しの場
⑮ご近所喫茶
⑯単身者きずなの会
⑰もちつき大会
⑱新年互礼会
⑲一泊親睦旅行
⑳パソコン倶楽部
㉑コーラスグループ「ムジカの会」
㉒地域福祉計画づくり
㉓キッズクッキング
㉔つどい告知ビラの作成・全戸配布
㉕例会・学習会
㉖ひとり暮らし高齢者のつどい
㉗要援護者支援担当者会議
㉘運転ボランティア会議
㉙磯長台のこれからを考える懇談会

「きたじりさんち」でほっと一息

し　 なが　だい
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　現在は、地区福祉委員会の元委員長が住んでいた空き
家を借り、1階では定員11人のデイサービスを、2階では
居宅介護支援事業を実施し、地区福祉委員会の事務局も
担っています。

様々な住民が集う場づくり
　地区福祉委員会主催のふれあいサロンと、ハッピーク
ラブ主催の街かどサロン（街角デイハウス支援事業）※２
や介護予防教室（池田市地域介護予防活動支援事業）※
３は、対象者が異なるだけで同じ場所で同様のプログラ
ムが行われています。
　運営スタッフは、「3つの事業を同時に行うことで、会計
管理は大変です。しかし、参加者同士が垣根を越えて知り
合う機会となり、声の掛け合いや休んだ人を気遣う関係
が生まれています」と３事業を合同で実施するメリットを話
されました。
　介護予防教室には、90歳を超えた元気な参加者もお
り、介護予防教室に来るようになってからは、段差などの

地区福祉委員会をもとに発展
　ハッピークラブ特定非営利活動法人（以下、ハッピーク
ラブ）は、2003年に当時の伏尾台地区福祉委員会のメン
バーが中心となり、福祉サービスを行うことを目的に設立
したNPO法人です。　
　それまで、地区福祉委員会では1996年から月1回、
1998年からは週１回、ふれあいサロン※１を伏尾台コ
ミュニティセンター第1会館で開催していました。その後、
メンバーで「こんなデイサービスがあったら良い、こんな
デイサービスだったら行きたい」といったことを話し合い、
「親世代をいつまでも地域で支えていきたい」との思いか
ら、ハッピークラブを設立しました。
　設立以前、地区福祉委員会には拠点がなく、元委員長
の自宅や担当者宅に直接連絡が入る状況でしたが、ハッ
ピークラブが事務局を担うことで、ニーズの取りまとめや
調整を行い、地域とボランティアをつなげる大事な役割を
果たしています。

歩行が楽になり手足の柔軟性も改善されているとのこと
です。

ちょっとした困りごとを解決したい
　「伏尾台には
坂道が多く、高
齢者の移動は
大変です。自宅
からふれあい
サロンの会場
まで、たどり着
くのに3回休憩
をとる方もいま
す」と話すハッ
ピークラブ代
表理事の菊池
順子さん。
　「せめて、伏尾台内の移動だけでも気軽にできたら」と
の思いから地区福祉委員会で話し合い、約20年前から、
車での移動を必要とする高齢者を対象にカーボランティ
アを実施しています。
　ハッピークラブが事務局を担い、今では1ヶ月に50件
ほど、ボランティアの調整を行い、バス停や病院、薬局、美
容院などへの移送を行っています。
　また、地区福祉委員会では、ちょっとした困りごとを解
決する「ワンコインたすけあい」として、30分500円で簡
単な家事援助（家具の移動や電球の取り替え、草抜き、ゴ
ミ出しなど）を行っています。
　菊池さんは、「誰もが抱えるちょっとした困りごとを解
決し、高齢になっても、認知症になっても、いつまでも住
み慣れた地域で暮らしていける仕組みをつくりたい」と思
いを語ります。
　また、「高齢者が必要としているのは、何気ない会話と
困ったときにすぐ相談でき、助けてくれる相手です。認知
症や要介護状態になっても、今までの関係を壊さず、お互
い対等な立場で話し合える相手が必要です」と、住民同
士の支え合いの重要性を話します。

受け手から担い手に転換
　これまで健康体操や健康麻雀などの介護予防教室に
参加していた方の中には、街かどサロンでご自身の特技
や経験を活かし講師役を担うケースがあります。
　例えば、英会話を学ぶプログラムでは、日常会話や誰
でも知っている歴史上の人物の話を英訳するなど、楽し
く本格的な英会話を教えています。
　反対に、演奏講師として長く関わっている方が、健康の
維持を目的に介護予防教室に参加するようになるなど、

一方的に支える・支えられる関係ではなく、受け手と担い
手が入れ替わる双方向の関係が生まれています。

財源や担い手の確保を目指して
　菊地さんは、「災害が多発する中、活動拠点の民家の老
朽化が心配です。安心して事業を行うためには移転が必
要になりますが、財源の確保が課題です。また、ボラン
ティアやコーディネーター不足の悩みも抱えていますが、
メンバーと知恵やアイデアを出し合いながら、今後も継
続して安定したサービスを提供していきたい」と意気込み
を語ります。
 

 POINT❶
▶地区福祉委員会との協働
　ハッピークラブが地区福祉委員会の事務局を担い、全
ての職員が福祉委員も兼ねています。そのため、事業や
活動の連携がスムーズに図られ、補完し合う体制・仕組み
になっています。

 POINT❷
▶地域の課題を真ん中に
　福祉サービスの立ち上げや、カーボランティア、ワンコ
インのたすけあいの実施など、地域が抱える課題を中心
に据え、その解決に向けて住民・社会資源の力を活かし
取り組んでいます。

 POINT❸
▶社会参加と出番づくり
　様々な住民が集い知り合う場をつくり、活動への参加と
新たな役割を促すことで、活動の利用者からボランティア
へと転換する、双方向の関係づくりに取り組んでいます。

 住み慣れた地域で
 暮らし続けたいとの思いから
 ハッピークラブ特定非営利活動法人

 池田市   特定非営利活動法人（伏尾台地区福祉委員会 事務局）

団体設立▶ 2003年8月　活動エリア▶ 池田市内
主なサービス・活動▶介護保険サービス、街角デイハウス支援事業、介護予防教室、地区福祉委員会事務局（ふれあ

いサロン、カーボランティア、ワンコインたすけあい）など

団体概要

事例の特徴

事例から学ぶ

※１ ふれあいサロンは、65歳以上の要介護認定の方が
対象で、伏尾台地区福祉委員会の事業。
午前は脳トレや健康体操。午後からは歌や麻雀、大
正琴や手芸などの趣味活動を楽しんでいます。

※２ 街かどサロンは、65歳以上の元気な方が対象で、
ハッピークラブの事業。内容は同上。

※3 介護予防教室は、65歳以上の要支援1、2までの方
が対象で、
①認知症予防　②運動機能向上
③口腔機能向上　を実施しています。

街かど・ふれあいサロンでの手作り昼食は好評です。
3つの事業を同時に開催しています。

伏尾台は、高台に開発された坂道の多い住宅地。
近年、高齢化が進み65歳以上の高齢者の割合は
39%を超えています。

街かど・ふれあいサロンでは、参加者のリクエストに応じて、
ボランティアがキーボードを演奏しみんなで歌います。

きく　ち

じゅんこ
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ターの一角を執務や相談スペースとして借り、財源はマッ
チング件数に応じた年間数万円の助成金と会員の入会
費で賄っています。
　現在、協力会員は56人、利用会員は160人と着実に広
がり、さらに相談件数は、2017年4月～2018年1月の合
計が238件と、すでに2016年度の2倍の実績に急成長
しています。

相談には確実・誠実に応える
　活動が広がっている秘訣について、グループの会長で
ありコーディネーターの銭廣幸壮さんは、「社協に裏打ち
された安心感と、相談に対して『断らない』『迅速に対応
する』ことを心がけ、信頼関係をつくってきた成果」と話し
ます。
　銭廣さんは、定年退職を機に、初めてボランティア活動

ちょっとした困りごとを援助
　住み慣れた地域で安心した生活が送れるよう、ご近所
のちょっとした困りごとに対して有償の助け合いを行う
「町の便利屋さん」が、2016年4月に活動をスタートさせ
ました。
　「介護保険では適用外の日常生活上のちょっとした困
りごとに関する相談が寄せられる中、どのようにして解決
するか、そのつなぎ先が課題でした」と、高石市社会福祉
協議会（以下、社協）事務局次長の馬渡浩二さんは、活動
を生み出した動機を語ります。
　社協では、今後の介護保険制度の改正も見据え、住民
主体の有償の助け合いに着目。高石市ボランティア連絡
会（以下、ボラ連）と共に先進地域の視察や、支援を担う
側の「協力会員」の養成講座を実施しました。特徴は、支
援を受ける側の「利用会員」も含めたボランティアグルー
プを組織化し、支援する側にもまわることを狙いとしてい
る点です。

　町の便利屋さんで
は、ボランティアが住民
や関係機関からの相談
に対応し、自宅訪問や
利用料金の提示、活動
のマッチングを担って
います。
　また、社協からボラン
ティア・市民活動セン

多様な暮らしの困りごとに対応

特技を活かして、樹木の枝切りをてきぱきと
行います。

毎週木曜日はボラ連主催の「おしゃべりカフェ」が
オープン。会員獲得のきっかけにもなっています。

左から、高山さん（社協）、福村さん、溝部さん（社協）、
銭廣さん、中村さん、馬渡さん

に参加。「感謝されることや、活動中のおしゃべりを通した
心の通い合いが、やりがいと楽しみにつながっている」と
話します。
　グループの立ちあげに関わり、自身も協力会員である
ボラ連会長の中村牧子さんは、「独居高齢者への声かけ
や、地域のサロンに出かけて活動を紹介すると、困りごと
をつぶやく人がいらっしゃる。今後、コミュニティカフェを
通じて、より活動を知らせていきたい」とアウトリーチの大
切さを語ります。
　また、社協事務局長の福村壽之さんは、「住民が社協へ
気軽に立ち寄れる雰囲気づくりや、男性が多い場所へ出
向き協力会員の獲得に努めるなど、町の便利屋さんを側
面から応援していきたい」と抱負を話します。

ネットワークによる市域を越えた支援
　現在の活動範囲は市内に限定していますが、困りごと
を抱える人は、市外の人や物とつながりを持つ人も多
い。そのため、市域を越えた支援を望むケースがあるそ
うです。
　今後の展望について銭廣さんは、「他市にも同様の活
動を行っているグループがある。それらとネットワークを
組み、協働して困った人を援助していきたい」と夢を語り、
これからの展開に大きな期待が寄せられます。

 POINT❶
▶住民相互の助け合い
　支援を担う側の協力会員と、支援を受ける側の利用会
員も含めたボランティアグループとして組織化。サービス
の担い手・受け手の一方向の関係にならず、住民ならで
はの温かい心の通い合いが生まれています。

 POINT❷
▶シニアボランティアがコーディネーターとして活躍
　専任のコーディネーターが、依頼を受けた利用会員宅
を訪問し、困りごとを詳しく聞き取った後、費用の概算額
を提示したうえで、協力会員にマッチングしています。こ
のことが、会員双方の納得と安心につながっているよう
です。
　また、会社員時代の経験を活かして、活動内容や実績
を丁寧に記録。PDCAを意識しながら、仕組みの継続的
な改善を目指しています。

 POINT❸
▶関係機関・団体との連携
　社協が、協力会員獲得に向けた養成講座の広報や、執
務や相談スペースの貸し出し、助成金による支援を行っ
ています。
　特に、社協内に活動拠点があるため、地域包括支援セ
ンターなどから多くの情報が入り、また社協への来所者に
対する活動内容の周知・宣伝に自然とつながっています。

支援種類・区分

合　計

屋外支援

体力支援・
技術支援②

屋内支援
技術支援①
買い物
その他

草取り・枝切り等

家具移動・粗大ごみ・
網戸障子・家具修理等

室内掃除・衣類の整理等
蛍光灯・水道パッキン交換等
食品・衣類等
話相手・代筆その他

２９

２８

１９
１４
５
１５
１１０

２６．４

２５．５

１７．３
１２．７
４．５
１３．６
１００

件　数 比率（％） 内　容

住民相互の
助ける助けられる地域づくり
たかいし生活支援サポーター「町の便利屋さん」

高石市  ボランティアグループ

団体設立▶2016年4月　活動エリア▶高石市内
活動実績（2017年度）▶活動者の実人数／56人　利用者の実人数／160人　年間件数／700件　コーディネーター／1人
主なサービス・活動▶日常生活における困りごと支援（家具移動、ゴミ出し、草取り、枝切り、室内掃除、蛍光灯の交

換、話相手など）
費用▶入会費／500円（年会費不要）　利用料／1人活動30分500円～

団体概要

事例の特徴

事例から学ぶ

ふく むら  とし  ゆき

なか  むら まき   こ

ぜに ひろ  こう そう

ま わたりこう   じ

相談の種類と件数 （2016年度実績）
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「お買物便」が
地域の暮らしに安心感をもたらす
コープのお買物便
和泉市  大阪いずみ市民生活協同組合 店舗事業部 店舗支援グループ

団体設立▶2012年6月（「コープのお買物便」の運行開始）
活動エリア▶府内14市町村内
活動実績（2017年度）▶現在4台の移動販売車が、府内14市町村を巡回している。1停留所あたり、平均7人が利用。
主なサービス・活動▶買い物支援

買物が困難な自治会のニーズに応える
　大阪いずみ市民生
活協同組合（以下、生
協）は、過疎化が進む
地域や、団地、ニュー
タウンにおける「買物
困難者」への支援を
目的に、2012年6月
から「コープのお買物
便」（以下、買物便）を
開始しました。
 きっかけは、河内長
野市緑ヶ丘（サニータ
ウン）の自治会からの

要望でした。サニータウンは約40年前に開発された
ニュータウンで、高齢化率が4割を超える中、近隣のスー
パーが閉鎖され、高齢者を中心に買い物に不便を感じる
人が増えるようになったそうです。
 そこで、自治会と市、スーパー、商店連合会、市社会福祉
協議会（以下、社協）、生協などで買物問題の話し合いを
重ね、その後、移動販売に手を挙げた生協と市との間で
協定を結び、委託を受ける形で事業化されました。

事業者の強みを活かして地域に貢献する
　「食を通じた社会貢献の一環として取り組み出しまし
た」と話すのは、生協 店舗事業部 店舗支援グループリー

事例の特徴

事例から学ぶ

ダーの橋本雅和さん。
 当初、十分な利益を出すところまではいっていなかった
そうですが、最近、ようやく黒字化が見えてきました。
 橋本さんは、「個別配送のサービスもありますが、品物を
実際に見て買う楽しみや、孤立・孤独化の防止、安心の街
づくりに寄与することも目的」と事業の意義を語ります。

自然な見守り活動にもつながる
　買物便は、町会・自治会と連携して停留所方式を進め
ています。
　和泉市の山荘町第二町会では、町会館前を停留所とし
て活用し、町会有志が来客者を出迎え、番号札を渡して
利用状況の把握に努めています。

　山荘町エリアの買
物便は2014年から
スタート。受け入れに
尽力した、元町会長
の村谷正博さんは、
「いつも買いに来て
挨拶をする人が来な
いと気にかかり、安
否確認にもなってい
ます」と話し、自然と
住民同士の見守り活動につながっているようです。
　また、村谷さんは、「高齢者は、今は車があっても近い
将来免許を返上せざるを得ず、将来に不安を抱えてい
る。買物便は、この地域で住み続けることができる、安心
感を生んでいる」と感謝の思いを語りました。
　買物便の立ち上げから7年間、専属として関わっている
生協職員の西浦博晴さんは、「住民が買い物を楽しみに
され、いつも喜んでくださることが何よりもうれしい」とや
りがいを語ります。
　また、支え合い活動に尽力している地域住民との関わ
りは、西浦さん自身にとっても仕事に臨む励みになってい
るそうです。

事業者と地域住民とがタッグを組む
　河内長野市と千早赤阪村を巡回する1台からスタート
した買物便は、現在、計4台が14市町村175ヶ所の停留
所に向けて運行されています。
　町会・自治会が主体として受け入れることで、住民は買
物便を地域の大事な社会資源として位置づけ、集客にも
責任を持って取り組まれています。
　事業者が地域のニーズに応え、住民と協働して支え合
い活動を創り出す。今後も取り組みの広がりに期待が高
まります。

　

 POINT❶
▶住民の熱意と丁寧な話し合いが活動を生み出す
　山荘町エリアでの買い物便の実現には、足掛け6年か
かっています。その間、町会や老人会などの地域団体との
話し合い、市の関係部署・社協などとの協議を丁寧に重
ね、合意形成を図ることで、地域に根付いた活動になって
います。

    

　POINT❷
▶WIN-WINの関係づくりが継続の秘訣
　事業者と地域住民との協働において、片方だけにメ
リットや意義があるだけでは長続きは期待できません。特
に、住民サイドは、事業者の社会貢献の意義を引き出しつ
つ、受け入れる側の責任をしっかり意識し、いかに
WIN-WINの関係を築くかが大切です。

 POINT❸
▶住民同士の自然な見守り・安否確認
　買い物が困難な課題を解決するだけでなく、商品を選
んで買う楽しみが生まれ、外に出る機会をつくり、孤立・孤
独化の防止につながります。
 住民相互の声かけや気になる思いを紡ぎだすことで、自
然と見守り活動となり、安否を確認する手段にもなってい
ます。

団体概要

はしもと まさ かず

むら   や  まさ  ひろ

にし うら  ひろ はる

自治会のない市営住宅では、地元の社協が、住民の有志を団体と
して組織化し、買物便を受け入れたケースも（泉大津市）。

住民手作りの番号札。

1234

買物便は特注の2トン車。
新鮮な肉や野菜など、約800品を揃えている。

山荘町第二町会館前で談笑する、村谷さんと西浦さん（左から）。
他府県や遠く台湾からも視察が訪れる。
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環境を目指すため、他団体との利用順位が発生する公民
館や公共施設ではなく、地域の民家を選定。
　建物の広さや周りの環境等を評価する「空き家選定
チェックシート」を使用し、市内に数ある空き家の中からよ
り評価の高い場所を活動拠点としました。

地域の様々な団体関係者による運営
　住道北福祉運営委員会には、福祉委員会をはじめ、民
生委員・児童委員、老人クラブ、自治会、ボランティア、さ
らには大東市介護者家族の会「サルビアの会」が参画し、
それぞれの強みを活かして「いこか」の運営を担っていま
す。社協や地域包括支援センターとも連携しており、活動
の中でキャッチしたニーズや困りごとを専門機関につな
げるしくみが整っています。
　運営担当は男女一人ずつの当番制を設けており、一人
の委員に負担が集中しないよう、配慮しています。委員か
らは「もっと当番を担当したい」との声があり、一人ひとり
が活動に意欲的であることが伺えます。
　介護者の当事者組織で
ある「サルビアの会」は、
介護をしている人や看取
りを経験した人へのアド
バイスや相談を行える強
みを持つものの、普段の
会活動では地域の他団体
と関わる機会が少なく、
介護に困っている人の
ニーズを拾い切れていな

空き家を活用した居場所づくり
　お茶のみ休憩所「いこか」は、地域の高齢者が気軽に集
まり会話を楽しむ居場所として、空き家となっていた民家
を活用して2012年2月からスタートしました。毎週水曜
日と木曜日、祝祭日に関わらず開所しています。
　毎回20～25人の参加があり、年間平均利用者は延べ
2,247人。利用男女比率はほぼ5：5で、男性にとっても参
加しやすい居場所であることが特徴です。
　立ち上げのきっかけは、地域活動計画に基づきお茶の
み休憩所の開設を企画した大東市社会福祉協議会（以
下、社協）による、住
道北地区福祉委員会
（以下、福祉委員会）
への協力要請から。
　当時、地域住民が
身近な場所に集まる
ことのできる居場所
を求めていたことも
あり、協働して活動を
開始。各種の地域活
動団体が参画し、住
道北福祉運営委員会
が発足しました。
　活動拠点は、定期
的な開催や安心して
過ごすことのできる

い状態でした。地域住民が集まる「いこか」に出向くこと
で、利用者から直接介護に関する相談を聞くことができ、
また他団体の活動や地域の情報を知る機会につながって
います。

気軽に集まり、楽しく過ごすことのできる居場所
　「いこか」は運営にあたり以下の3つの提唱を定めてお
り、参加者一人ひとりが提唱を守ることを心がけています。
①細かい規則を設けない。
②他人の悪口を言わない。
③隣・周辺に迷惑をかけない。
　1日のプログラムなどは設けておらず、「なにかしない
といけない」と構える必要がないため、参加者は気軽に・
気楽に参加することができます。
　お盆や正月などの休日だからこそ集まる場が必要であ
るという運営委員の思いから、祝祭日が重なっていても、
水曜日・木曜日には必ず活動しています。拠点である民家
が使われるのは「いこか」の活動だけであり、他団体の行
事と重なり臨時閉所する必要が生じることはありません。
毎週決められた曜日・時間に必ず空いており、自分の好き
な時に参加できることも、参加者が気軽に集まることので
きる要因のひとつです。

地域に定着した居場所に
　開設から5年が経ち、参加者は毎年2,000人を超えて
おり、「いこか」は地域住民にとって安心できる居場所とし
て定着しています。参加者からは「気楽で気を使わず自由
に話ができる」「時間に縛られず、自由に過ごしている」な
どの声があがっています。お茶菓子も各々が持ってきた
ものであり、活動時間には会場から笑い声が絶えません。
　福祉委員会委員長の生田哲一さんは「子どもの頃、た
ばこ屋に地域の高齢者が集まり、お茶を飲んで和やかに
過ごしていた光景を見て、とても印象的だった。「いこか」

も当時のたばこ屋のように、地域の高齢者が気軽に集ま
り会話を楽しむことができる居場所となることを目指した
いと思った」と、活動を始めた動機を語りました。

 POINT❶
▶無理せず気軽に参加できる環境
　何かをしなければならない、といった決まりがなく、自由
に集い会話を楽しむことが
できることが参加者にとっ
て何よりの魅力。民家とい
う居心地のいい会場や3つ
の提唱など、誰もが気軽に・
気楽に参加できる環境が
整っているからこそ、安心
できる地域の「居場所」と
なっています。

 POINT❷
▶地域を支える多団体による運営チーム
　日頃から地域を支えている様々な団体が、それぞれの
強みを活かして活動しています。普段の活動では関わる
機会が少ない団体が、「いこか」を通して連携体制が整う
きっかけにもなっています。

 POINT❸
▶専門機関との連携
　社協を中心に、地域包括支援センターなど地域福祉の
専門機関と連携しており、運営面で委員が孤立すること
なく、困ったことがあればいつでも専門職に相談できるた
め、安心して活動することができます。

気軽に・気楽に参加できる
地域の休憩所
お茶のみ休憩所「いこか」

大東市  住道北福祉運営委員会

団体設立▶2012年2月29日　活動エリア▶大東市内
活動実績▶活動者の実人数／39人（2017年）　参加者の実人数／2,246人（2016年）

活動日／毎週水曜日・木曜日（祝祭日開催）
主なサービス・活動▶会話交流、悩み相談、手芸講習など

団体概要

事例の特徴
事例から学ぶ

会場である民家は大東市の中央に位置
しており、JR住道駅から徒歩8分と立地
の良い場所です。

落ち着いた雰囲気の和室は、参加者の
楽しそうな笑い声で包まれています。

いく  た  てつ  かず

福祉委員会

老人クラブ

自治会

サルビ
アの会

「いこか」

民生委員

ボランティア

会場には参加者による手作り作品が展示されています。
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住民同士で助け合う
「チョットお助け活動」
京阪ひろ野シルバー会

枚方市  老人クラブ 阪南市   特定非営利活動法人

団体設立▶2016年4月（「チョットお助け活動」の立ち上げ）
活動エリア▶京阪ひろ野自治会
主なサービス・活動▶暮らしの中でのちょっとした困りごとに対する支援

あいさつ・声かけから始まる、お助け活動
　京阪ひろ野シルバー会（以下、シルバー会）は、約30年
前に京阪電鉄が広野地区を宅地開発した、総数165戸の
閑静な住宅街にあり、交通の便は良く、近くにバス停があ
るなど、住みやすい環境の中で活動を行っています。
　シルバー会は、これから高齢化が進み、住民同士で支
え合う地域づくりを目指すうえで、近隣の付き合いが薄
く、道で出会っても軽く会釈する程度の地域性について、
危機感を覚えました。
　そこで、2010年から、隣接する交野市の活動を参考
に、「あいさつ声かけ、ご機嫌さん運動」を立ち上げまし
た。シルバー会の会員が中心になって、積極的に声かけを
行うことで、街の雰囲気がかなり明るくなったそうです。
　1年後の2011年からは、住民の「困っている」という声
に応えるために、自分が持つ技能を活かした手助けを行
う、「チョットお助け活動」を開始しました。

「チョット」は、双方に安心感を生む
　具体的な活動内容は、業者に頼むほどでもないが、自
分ではできないような「ちょっとした困りごと」。例えば、留
守宅の家庭菜園の水遣りや、庭の除草、苗の管理など、入
院する高齢者からのニーズが多く、最近は単身女性から
の困りごとが増えているそうです。
　「活動を開始する前は、しっかり困りごとに応えること
ができるかどうか不安でした」と話すのは、会長の黒川輝
彦さん。シルバー会の活動以外にも、おもちゃ作りや演芸
披露などのボランティア活動を行う黒川さんを中心に、
会員約10人が年間80件ほどの依頼に応えています。
　庭木の剪定など、気を遣う作業もありますが、プロでは

事例の特徴 なく、あくまでも「チョット」した助け合いだとお互いが認
識しているからこそ、無理なく応えることができます。
　また、材料費や交通費などの実費以外は無償で活動を
行っており、住民が気兼ねせず「手伝ってほしい」と素直に
言えるのも、活動範囲を限定している点にありそうです。

「困った時はお互い様」が、地域の絆を深める
　活動に関わる動機について、副会長の山上恵三さん
は、「困った時はお互い様の、互助の精神で取り組んでい
ます」と語り、過去に近隣住民から手助けいただいた経験
が心に残っているそうです。最近では、自治会内の口コミ
から活動が伝わり、シルバー会の会員ではない人のニー
ズにも応えています。
　「活動を通じて、ますます近隣の声かけやあいさつが増
え、顔の見える関係が進んでいます」と話し、さらにシル
バー会への加入者が増え、会合への参加率も7割を超え
るなど、本来活動が充実する効果も生まれているそうで
す。背景には、会員同士の誘い合いがあり、そもそも誘い
合える関係に深まってきた証拠だと分析しており、地域づ
くりに確かな手応えを感じています。
　黒川さんは、「独
居の高齢女性か
ら、ゴミ出しなどの
ニーズがますます
高まるのではない
かと考えています。
これからも活動を
絶やさず、地道に続
けたい」と今後の抱
負を語りました。

団体概要

くろ かわ てる

やま がみ けい ぞう

ひこ

活動拠点の春日丘自治会館で思いを話
す、山上さん、黒川さん、会計の東海林紘
(しょうじひろし)さん（左から）

 居場所による
 生きがいづくりと生活支援
 特定非営利活動法人くらしのたすけあい えぷろんの会「茶ノ間ギャラリー」

団体設立▶ 2002年12月20日（任意団体設立1995年）　活動エリア▶ 阪南市内
活動実績▶ 活動者の実人数：30人／コーディネーター：3人　活動日：月曜日～土曜日（祝祭日を除く）　
主なサービス・活動▶ サロン活動、介護予防・生活支援サービス事業（通所型サービスB）

地域でお互いに支えていくために
　特定非営利活動法人くらしのたすけあいえぷろんの会
は、「住民が主体となってお互いに地域で支えていこう」と
の思いを持ったメンバーが集まり1995年、任意団体を設
立し、住民のちょっとした困りごとを解決する有償のたすけ
あい活動を開始しました。
　その後、2008年には茶ノ間ギャラリーをオープンし､住
民の居場所づくりを始めました。
　茶ノ間ギャラリー代表の岩井俊子さんは、「この新興
住宅地に引っ越しをしてきたことで近隣に友達や相談
相手がいないことや、核家族化が進み、自分たちの老後
を心配する住民が多かった」と活動のきっかけを振り返
ります。

分野を越えた困りごとに対応
　当初、1時間600円で、さまざまな困りごとへ対応して
いき、移送サービスや高齢者宅での食事づくり、幼稚園
児の送り迎え、障がい者の外出支援、居場所づくりのサ
ロン活動など、分野を越えて活動してきました。
　そうした中、介護保険制度が始まることをきっかけに、
NPO法人の認証を受け、現在は、サロン活動の他に居宅
介護支援や訪問介護支援も行っています。

ゆっくりできる住民の居場所
　茶ノ間ギャラリーは、月曜日から土曜日の10時～16時
まで（祝祭日を除く／水・金は17時まで）、誰でもいつでも
気軽に出入りできる住民のたまり場としてオープンして
います。
　1日2人～3人のボランティアが1杯200円程度のコー

事例の特徴 ヒー・紅茶など
を提供し、地域
住民は趣味・特
技を活かし、写
真や絵画、陶
芸などを展示・
発表すること
もでき、それぞ
れ生きがいの
場にもなって
います。
　ボランティ
アの調整役を
担うコーディネーターは、「展示を見てもらうことはもち
ろん、仲間が欲しいときや阪南市を知りたいとき、ゆっく
りコーヒーを飲みたいときなどに気軽に来てもらいた
い」とさまざまな住民に利用してもらいたいと思いを話
します。

新しい総合事業の通所型サービスＢを開始
　茶ノ間ギャラリーでは、2017年7月から新たに通所型
サービスＢを実施。内容は、週3回10時～15時半まで、ラ
ジオ体操や歌声喫茶などを行っています。
　新しい総合事業を始めるきっかけについて岩井さん
は、「誰でも利用できる茶ノ間ギャラリーは、住民主体で
行っているため、通所型サービスBを行うにはぴったり
だった」と話されました。
　最後に、岩井さんは「利用者のみなさんがもっとずっと
元気に健康でいられることをめざしています。また、近い
将来は、私たちも利用したい居場所です」と話されました。

団体概要

茶ノ間ギャラリーの入り口。
2階建てになっており、
1階、2階でサロンや展示をしています。

いわ　い　とし　こ
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住民ならでの寄り添った支援
　よどがわ くらしの助け合いの会「ほのぼの」（以下、ほ
のぼの）は、誰もが住み慣れた地域で、自分らしく健康で
心豊かに生きていけるように、生協組合員が家事援助な
どを通して暮らしを支え合う互助組織です。
　利用会員、活動会員、賛助会員（会の趣旨に賛同する
応援団）として登録し、利用する人が気兼ねなく、活動す
る人も責任を持って対等な関係で行えるよう、有償の助
け合いの仕組みで運営しています。
　「お話をじっくり聴くことを大切にしています」と語るの
は、ほのぼのの幹事でコーディネーターの大江さん。90
歳前後の利用会員が増える中、おしゃべりを楽しみにして
いる利用会員が多いそうです。
　介護保険サービスの場合には、活動内容に様々な制限
が加わりますが、住民同士の助け合いならではの良さで、
ご本人のこだわりや要望に応えるよう、寄り添う姿勢を
大事にしています。

コーディネーターが双方の安心を育む
　生協組合員同士という安心感と共に、利用会員と活動
会員の双方を支え、運営の中心を担うのがコーディネー
ターの存在。
　初めての活動依頼の際には、まずコーディネーターが
活動を試し、時間の目安や要望に合わせた活動方法を決
めたうえで、活動会員につなぐようにしています。
　また、いつ利用会員や活動会員から連絡が入ってくる
か分からず、時には旅行中に電話がかかることもあり、気
が休まらないそうですが、コーディネーターとして使命感
を持って、重要な役割を担っています。

事例の特徴 ほど良い距離感を保ち、信頼関係を守る
　活動のやりがいについ
て大江さんは、「人生の先
輩である利用会員の、
色々な生き様から学ぶこ
とが多い」と語ります。
　ある高齢女性は、いつ
も活動終了時刻の10分
前になると、「そろそろで
すよ」と声かけをしてくだ

さるそうで、「こんな配慮ができる人になりたい」と感想を
話します。
　「信頼関係があってこその助け合い。個人情報は絶対
に漏らさない」と話すのは、ほのぼの代表幹事の綾さん。
利用会員との会話の途中、悪気なくうっかり他人の話を
しないよう、注意喚起を図っています。
　今後の展望について綾さんは、「この活動を継続してい
くことが大事。規則を守り、仕組みを改善しながら、助け
合いを続けたい」と活動にかける思いを語りました。

おお  え

あや

“一人ぼっちにしない”
心の通い合いが生活を支える
よどがわ くらしの助け合いの会「ほのぼの」

団体設立▶2004年11月（「ほのぼの」設立）　活動エリア▶北摂、淀川以北の大阪市（東淀川区・淀川区・西淀川区）
活動実績（2016年度）▶活動会員／94人　利用会員／92人　賛助会員／199人　計381人

年間件数／864件　コーディネーター／4人（4エリア制）
主なサービス・活動▶部屋の掃除、衣替え、草抜き、買い物支援、病院への付き添いなど
費用▶年会費／1口1,000円、利用料／800円（1時間1単位） ※別途、運営協力金や交通費など

団体概要

吹田市  大阪よどがわ市民生活協同組合

あたたかい
福祉のまちづくりを目指して
 砂川地区福祉委員会 小地域ネットワーク部

 泉南市  砂川地区福祉委員会（泉南市社会福祉協議会）

団体設立▶1999年5月（地区福祉委員会は1983年から）　活動エリア▶ 砂川小学校区内
主なサービス・活動▶グループ援助活動や個別援助活動、世代間交流活動など

地域のボランティアによる個別援助活動
　砂川地区福祉委員会 小地域ネットワーク部（以下、小
ネット）の活動場所は、約40年前に山を造成して開発され
た静かなベットタウンで、公共交通機関の便が悪く、坂道
も多い環境です。
　単身の高齢者世帯が増える中、地域の中で温かい支え
合いや見守りの輪を育み、誰もが住み慣れた地域で安心
して暮らせる、やさしいまちづくりを目標に取り組んでい
ます。
　現在、18人の見守りボランティアが活動を行っていま
す。ボランティア募集に際しては、地域包括支援センター
の協力を得て、主催イベントで案内していただき、シニア
男性の発掘にもつながったそうです。
　「困っておられる高齢者の方を地域で支えていこう」。
そんな思いから、ボランティアがご自宅を訪問し、電球の
取り替えや、木の伐採、話し相手、付き添い、代読など、暮
らしの中で不便や不安を感じるちょっとした困りごとの支
援を行っています。

福祉施設と連携した買い物支援
　近郊に大型のショッピングモールが開店した影響もあ
り、住宅街の店舗が閉店。たちまち、買い物が困難になる
人が増えました。
　そこで、小ネットは、顔なじみの福祉施設に相談し、施
設が保有しているマイクロバスを安価に賃借することで、
年数回ショッピングモールへの買い物ツアーを実施。
　参加者からは、「あれ食べよう！」と、自分自身の目で見
て好きなものを購入することができ、たいへん好評を得て
います。

事例の特徴 　また、別の福祉施
設が、住宅街の一軒
家の拠点「砂川サロ
ンいこい」で実施す
る、地元商店の出張
販売では、買い物の
付き添いや、重い荷
物を抱えて坂道を帰
る人のサポートを
行ってきました。

子育て支援から新たな担い手づくりへ
　2003年から始めた子育てサロン「すなっきーず」は、毎
回40人程度の親子が参加。小ネットのメンバーが会場の
設営などの準備を行い、参加の呼びかけや具体的なプロ
グラムづくりは、参加者の親御さんの中から選ばれた5人
の役員が中心を担っています。
　役員は半年に1回改選され負担が集中しない仕組みと
なっており、子育ての不安を解消するママ友づくりの場に
なっています。
　今でも他府県に転居した人から年賀状が届いたり、4
人の子育て中に10年間利用したお母さんからは感謝の
手紙が寄せられ
るなど、小ネットメ
ンバーの思いが
確実に伝わって
おり、将来、小ネッ
トの新たな担い手
になってほしいと
期待を寄せてい
ます。

団体概要

社会福祉法人長寿会が開設する「砂川
サロンいこい」は、専門職が常駐し、住民
が相談を持ち込める場にもなっている。

発達の気になる未就園児の親子を対象に
した「のびのびひろば」も開催。子育てサロ
ンの参加者をつなぐケースもある。

定期的に活動会員の交流会や研修を開催。
活動に臨む思いの共有、スキルアップを図っている。
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社協と大学の協働による認知症カフェ

　「カフェほのぼの」は、2015年9月から柏原市社会福祉
協議会（以下、社協）と関西福祉科学大学が協働で実施し
ている認知症カフェです。認知症当事者やその家族、地
域の人がお茶を飲みながらホッとくつろげる地域の居場
所となっています。中でも特徴的なことは、学生による「グ
ループバリデーション※」の実践です。大学教員や社協職
員のフォローのもと、一日のプログラム企画から運営に
携わり、大学で学んだ知識を実践で深めています。
　カフェの立ち上げは、バリデーションを学んでいる学生
から「バリデーションを実践したい」という相談を受けた
関西福祉科学大学の都村教授が、柏原市内に認知症カ
フェの立ち上げを検討していた社協に、カフェの開設を提
案したことがきっかけです。
　学生によるグループバリデーションの実践は実際に当

事例の特徴 事者の感情表出のきっかけとなり、普段聞くことのできな
い家族への感謝の言葉を話し、家族が驚きと喜びの声を
あげることもありました。

地域と学生の自主性を伸ばす
　第1水曜日は
社協のサポート
のもと、福祉委員
や認知症家族の
会、ボランティア
団体など、地域を
支える担い手た
ちが主体となっ
て運営していま
す。一日のプロ
グラムは紙芝居
やハーモニカ演奏など、ボランティアが各自で行えること
を持ち寄り企画しています。他にも認知症キャラバンメイ
トによる座談会の開催など、地域における認知症啓発活
動も行っています。
　第3日曜日は学生が主体となり、事前準備から当日の
運営等を担います。実践を通して大学での学びを深める
ことはもちろん、住民との交流を通して地域連携の大切
さを学ぶなど、大学の授業だけでは得ることのできない
様々な地域福祉の実践を肌で感じ取り、学生からはやり
がいや喜びの声があがっています。

大学と連携した
認知症カフェ
カフェほのぼの
柏原市  柏原市社会福祉協議会、関西福祉科学大学バリデーションプロジェクト

活動開始日▶2015年9月　活動エリア▶柏原市内
活動実績▶活動者の実人数／約40人　利用者の人数／平均10～15人　活動日／毎月第1水曜日・第3日曜日（月によって開催週の変更有）
主なサービス・活動▶参加者間交流、グループバリデーション、紙芝居、手品、演奏会、キャラバンメイトによる座談

会、認知症についての情報発信など
費用▶コーヒー等1杯100円

団体概要

ボランティアによるハーモニカ演奏に合わせ
て、参加者の楽しげな歌声が響きます。

住民ニーズを基点にした居場所づくり
　2002年から府営
の高層団地内で小
地域ネットワーク活
動を開始したボラン
ティア組織を原点と
して、2008年に大
阪府の福祉事業に
より集会所を改修し
たことをきっかけに、
「リビングほしがおか」（以下、リビング）は誕生しました。
　独居高齢者が増える中、誰も置き去りにせず顔の見え
る福祉活動を実践するため、住民のニーズを基点に、必
要とされることに取り組んでいます。
　「ふれあい喫茶を長く続けるために、様々なことに取り
組んできました」と、代表の原口正彰さんは語ります。
　これまで、「一人を大切に安心とふれあいの町づくり」を
テーマに、交流の場である「ふれあい喫茶」の運営や、買
い物支援を目的に新鮮な作物が並ぶ「朝市ほしがおか」
の開催、昼食を提供する「ハッピーランチほしがおか」の
実施、各種教室・クラブ活動など、誰でも気軽に立ち寄れ
る居場所づくりを進めてきました。

多世代が交流する夜の居場所
　2017年11月には、ナイトリビング「DANCHIカレー
亭」（以下、食堂）を開設。かねてから子ども食堂に関心が
あったことや、中学校の校長から要望を受け、メンバーに
相談したところ、「じゃあやろう！」という話になり、1ヶ月程
度の短い準備期間を経て、子どもが一人でも来られる食

事例の特徴 堂としてスタートしました。
　食堂の運営に携わるボランティアは12人。うち10人
は、これまで活動に関わっていなかった新たなメンバー
で、一人ひとりを口説き、担い手の掘り起こしにつながり
ました。
　毎週土曜日のオープン日は、小学生から高齢者まで
様々な人が、お目当てのカレーを食べに平均80人が来
所。会場は活気にあふれています。

市民・企業の参加を促し、地域の課題を解決する
　食堂のメニューはカレーのみ。高校生以下は無料で、他
の方には300円で提供されています。このように安価で
提供できるのは、リビングが独自に設置している「ロビン
フッド基金」（以下、基金）を活用しているからです。
　この基金は、リビングの活動に共感・賛同した、市民や
企業からの寄付により運用しており、カレーの食材費の
ほか、生活困窮者支援、市が行う学習支援を利用する子
どもの夜食代に使用しています。
　原口さんは、「これからも、地域の課題を解決するため
に、みんなで知恵を絞りながら、楽しく、活動を行っていき
たい」と、今後の抱負を熱く話します。

誰もが集える居場所を通じた
ふれあいの町づくり
リビングほしがおか

岸和田市  ボランティア組織

団体設立▶2008年6月
活動エリア▶府営荒木住宅内（通称：星ヶ丘住宅）
主なサービス・活動▶ふれあい喫茶、朝市ほしがおか、街かど保健室、ハッピーランチ、クラブ活動、子ども食堂

「DANCHIカレー亭」など

団体概要

毎月1回、CSWや保健師の協力を得て、
相談窓口「街かど保健室」を開設。

スタッフの好み
を意識したお菓
子が秀逸

毎回一人で来る小学生から、「いつもありがとう」
の言葉とお菓子の差し入れがありました。

会場は、地域の「まち交流センター」として活用もされている
古民家「問屋場亭」です。

つ　むら

※グループバリデーションとは
　認知症の方への共感法として、コミュニケーションを通
して感情レベルに訴えるバリデーションを少集団で行
うもの。何かの問題解決をはかるものではなく、利用者
一人ひとりを刺激して感情の表出を助け、交流を促す。

はら　ぐち まさ あき
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この冊子の作成には、一般財団法人 高津成和会の助成金を活用しています。

「誰もが安心して暮らせるまちづくり」を目指した
住民主体の生活支援サービス・活動 実践事例集

平成30（2018）年3月発行

【編集・発行】
大阪府社会福祉協議会

〒542-0065 大阪市中央区中寺1-1-54
大阪社会福祉指導センター内

506-6762-9631
（大阪府ボランティア・市民活動センター）
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